
令和４年～７年の主な取り組み令和４年～７年の主な取り組み
ゴミ処理施設の整備ゴミ処理施設の整備 生活・環境生活・環境

新クリーンセンター（ゴミ処理施設）
防衛施設周辺対策事業活用
令和５年９月着工／令和８年度内完了予定

歯科医療の確保歯科医療の確保 福祉・医療福祉・医療

仲里歯科医院開設
過疎対策事業債活用
令和７年５月開院

専門職向け住宅の整備専門職向け住宅の整備 生活・福祉生活・福祉

専門職専用住宅
沖縄離島活性化推進事業費補助金活用
令和８年２月着工／令和８年度内完了予定

交通の利便性向上交通の利便性向上 交通・観光交通・観光

町営バス・観光バス運行事業者誘致
(2次交通の充実 )
民間事業者と連携協定を締結して町営バス料金の
キャッシュレス化対応・タクシー配車アプリ導入
による交通利便性の向上

新給食センターの整備新給食センターの整備 教育・福祉教育・福祉

食の拠点（新給食センター施設）
沖縄振興特定事業推進費補助金活用
令和６年７月着工／令和８年度内完了予定

　この４年間、前半は新型コロナウイルス感染症への対応に
注力し、町民の生命と生活を守ることを最優先に町政運営に
取り組みました。
　老朽化した生活インフラの整備や歯科医療体制の確保、財
政の健全化など、将来を見据えた基盤づくりを進めてきまし
た。特に、ごみ処理施設の更新については、国への要請を重ね、
国庫補助金を確保し、着工に至りました。
　また、沖縄金融公庫の支援を受け、県内離島で初となるＰ
ＰＰ/ＰＦＩ手法による「食の拠点施設（新給食センター）整備・
運営事業」に着手しました。学校給食の安定提供に加え、高
齢者等への配食や地産地消の推進、地元雇用の維持などにつ
ながる取り組みです。
　歯科医療についても、新たな体制を整備し、島外受診の負

担軽減を図りました。
　今後も、人口減少や社会環境の変化などの
課題に向き合いながら、安心して暮らせるま
ちづくりに向けた取り組みを進めていきます。
　町政の推進にあたり、町民の皆さまのご理
解とご協力をお願いします。
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に
て
開
催
し
ま
す
。

２
０
１
１
年
９
月
に
締
結
し

た
ハ
ワ
イ
郡
（
コ
ナ
）
と
の
姉

妹
島
連
携
は
、
産
業
、
教
育
な

ど
の
分
野
に
お
い
て
様
々
な
交

流
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
５
月
に
は
第
２
回
ハ
ワ
イ

姉
妹
都
市
サ
ミ
ッ
ト
が
ハ
ワ
イ

に
て
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
更
な
る
交
流
の
深
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

移
住
定
住
に
つ
い
て
は
、
居

住
環
境
の
確
保
が
優
先
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
空
き
家
相
談
窓

口
の
設
置
や
改
修
・
除
却
支
援

等
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

よ
り
空
き
家
の
利
活
用
促
進

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
民
間
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
な
が
ら
居
住
環

境
の
確
保
に
、
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

12 

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

「
久
米
島
ら
し
さ
」
と
し
て

象
徴
さ
れ
る
自
然
・
文
化
・

歴
史
、
食
、
人
々
の
営
み
を

言
語
化
・
視
覚
化
す
る
こ
と

が
、
来
訪
者
の
関
心
を
高
め
、

地
域
住
民
の
誇
り
の
醸
成
に

繋
が
り
ま
す
。

久
米
島
紬
や
島
の
食
材
、
伝

統
行
事
等
の
地
域
資
源
を
活

用
し
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
化

を
推
進
し
、
産
業
の
振
興
や

地
域
の
魅
力
化
に
繋
げ
て
ま

い
り
ま
す
。

13 

情
報
発
信

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
町
広
報

誌
、
ラ
ジ
オ
広
報
に
加
え
町

公
式
L
I
N
E
等
の
S
N
S

を
活
用
し
た
情
報
発
信
・
提

供
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

町
公
式
ラ
イ
ン
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

手
続
き
や
申
し
込
み
が
行
え

る
よ
う
D
X
推
進
を
図
り
、

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
や

手
続
き
の
簡
素
化
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

14 

行
財
政
運
営

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ

い
て
は
、
D
X
の
推
進
に
よ

る
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
を

は
じ
め
、
職
員
の
負
担
軽
減
を

図
り
な
が
ら
、
ま
た
組
織
横
断

的
な
行
政
運
営
に
よ
り
、
町
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

安
定
的
に
行
政
運
営
が
持
続

で
き
る
よ
う
、
中
期
財
政
計
画

を
基
に
財
政
運
営
を
行
い
、
財

政
の
健
全
化
を
維
持
し
な
が

ら
、
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
令
和
８
年
度
の
主
な

施
策
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま

し
た
。

令
和
８
年
度
の
一
般
会
計

当
初
予
算
に
つ
い
て
、
税
収

面
で
は
伸
び
悩
む
状
況
が
続

い
て
お
り
、
厳
し
い
財
政
環

境
が
今
後
も
続
く
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
歳
出
面
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に

扶
助
費
な
ど
の
社
会
保
障
関

係
費
の
増
加
や
、
電
気
料
金

を
は
じ
め
と
し
た
物
価
高
騰
、

公
共
施
設
の
維
持
管
理
に
よ

る
物
件
費
の
増
加
、
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
等
、
避
け
て

は
通
れ
な
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
旺
盛
な
財
政
需

要
や
多
様
な
住
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
べ
く
、
国
や
県
の
予

算
編
成
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
可
能
な
限
り
補
助
金
や

交
付
金
な
ど
の
特
定
財
源
の

確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
町
の
最
重
要
課
題
で
あ

る
人
口
減
少
が
進
む
中
、
産

業
の
人
手
不
足
や
空
き
家
の

増
加
が
顕
在
化
し
て
お
り
ま

す
。移

住
・
定
住
の
推
進
や
外

国
人
人
材
の
活
用
に
よ
る
人

手
確
保
、
民
間
と
の
連
携
に

よ
る
空
き
家
対
策
の
充
実
等
、

あ
ら
ゆ
る
施
策
を
展
開
し
な

が
ら
解
決
に
向
け
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に

私
は
就
任
当
初
か
ら
、「
全

て
の
世
代
が
活
き
活
き
と
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
町
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題
が

あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
地
域

の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
行

政
と
町
民
、
地
域
が
連
携
し

た
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
安
心
で
幸

せ
な
生
活
・
暮
ら
し
を
実
感

い
た
だ
く
た
め
に
は
、
子
育

て
支
援
や
教
育
・
福
祉
・
医

療
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
町
民
生
活
を
安
定
さ
せ

る
産
業
の
振
興
、
経
済
活
性

化
が
重
要
で
す
。「
第
３
次
久

米
島
町
総
合
計
画
」
で
基
軸

と
す
る
産
業
の
発
展
を
図
り
、

町
内
総
生
産
額
と
町
民
所
得

の
向
上
・
発
現
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
な
ら
び
に
議

員
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、
私
の
施
政

方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
令
和
８
年
３
月
３
日

久
米
島
町
長
　
桃
原
秀
雄

令和８年度施政方針


